
四角数
三角数



この回のポイント

•四角数の意味を理解し、計算し
てみよう

•同様に三角数を考えてみよう

•特別な数列を考えてみよう

•倍数の見分け方を知ろう



四角数

奇数の和は特殊な方法で求める事も
出来ます!!

紀元前６世紀ごろ、古代ギリシアのピタゴラス学派は小石
を正方形状に並べると、その数が１，４，９，１６，すなわち
自然数（１，２，３，・・・）の2乗となっていることに気付いた。
このような数を四角数という。

１+３+５+７+９を考えてみる。四角数
を応用して、右のように並べると、
５×５で表せられることがわかる





三角数

三角数の計算は平行四辺形の面積の
計算に少し似ていますね。

また、ピタゴラス学派は小石を三角形状に並べたとき、そ
の数が１、３、６、・・・となり、どのように計算すればよいか
を考えた。

このとき、同様の形状を平行四辺形になるように並べると、
計算しやすい事に気付いた。
例えば、３番目の三角数は（３＋１）×３÷２で計算できる。

確かに、1つの三角形の
中には6この石がありま
すね!!
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ピタゴラスとは

ピタゴラス教団は様々な定理を発見していま
す。有名なものは「ピタゴラスの定理（三平方
の定理）」ですね。

①古代ギリシアの数学者であり哲学者。世界を旅し,多くの
知識を習得しようとした
②世界を旅したピタゴラスは,そこで修得した知識を活かし,
演説をし,イタリア半島で多くの人々から尊敬された。
③ピタゴラスは教団を立ち上げ,多くの人々に自分の知識を
教えるようになる。
④この教団は秘密主義であり,違反した教団者は死刑にさ
れる。また,「万物の根源は数である」という思想を持つ。
⇒すべてのものは数で表すことができると主張していた。
⇒あと,豆を嫌っていた。。。豆は地獄へと続く門とされてい
た。。。



ピタゴラスとは

三平方の定理によって,すごい定理を発見し
たにもかかわらず,それが元で自身の研究を
否定してしまうことになります。



ピタゴラスとは

ピタゴラスの生涯を簡単にまとめましたが,全
て「伝記」であり,諸説あるということを忘れな
いでください!!



B商店街

期待値とは

期待値は「当たったら３０００円の方が高い」という考
えではない!!「当たったときにどれくらいの値段が
帰ってくると期待できるかな」といったイメージ!!

教科書P４２の福引を例に考える。（以下の表も参考に）
福引き１本あたりの賞金額を福引きの賞金の期待値という。

AとBでは、どちらが好条件でしょうか。。。

A商店街

賞金(円) ３０００ １０００ １００

本数 ２００ ２００ ４００

賞金(円) ２０００ １５００ ２００

本数 ２５０ ２５０ ５００



期待値の求め方

計算の結果、A商店街の福引きの期待値は「１０５０

円」となりました。１本引くと、１０５０円が戻ってくると
期待できるわけです。

期待値は「賞金額の合計」を「クジの本数」で割ります。

つまり「クジ１本あたりの平均賞金額」を求める事で、期待
値が求まります。例えば・・・

A商店街の福引では
（賞金額の合計）÷（クジの本数）
＝（3000×200+1000×200+100×400）÷800
＝1050

A商店街

賞金(円) ３０００ １０００ １００

本数 ２００ ２００ ４００




